
井
手

の
小
町
伝
説

井
手
寺
別
当
の
妻
を
め
ぐ
っ
て

明

川
　
　
忠
　
　
夫

手
寺
の
別
当
の
妻
と
し
て
－
…
・
（
中
略
）

り
と
い
へ
り
」
と
あ
る
冷
泉
家
日
記
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒

六
十
九
に
て
彼
井
手
寺
に
て
そ
Ｌ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

つ
は
『
山
域
国
井
提
郷
旧
地
全
図
』

　
上
井
手
の
小
町
塚
は
、
国
鉄
玉
水
駅
か
ら
東
北
へ
歩
い
て
二
十
分
く
ら
い
の

所
に
あ
る
。
玉
津
岡
神
杜
（
旧
春
日
杜
）
の
参
道
の
右
手
に
大
き
た
自
然
石
を

四
つ
重
ね
た
堂
ヵ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
町
塚
は
、
小
野
氏
の
所
領
や
謡

曲
の
小
町
伝
説
と
も
無
縁
で
、
ど
う
し
て
こ
の
地
に
存
在
す
る
の
か
が
疑
間
の

は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
井
手
は
橘
氏
の
旧
領
で
小
野
氏
と
同
じ
く
祖
を
敏
達
帝
と
す
る
こ
と
、
仁
明

帝
の
母
が
橘
嘉
智
子
と
い
う
こ
と
、
小
町
が
『
古
今
集
』
で
贈
答
（
七
八
二
．

七
八
三
）
し
て
い
る
小
野
貞
樹
が
、
橘
氏
の
一
族
と
一
一
、
貢
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
小
町
と
井
手
と
の
結
び
っ
き
は
弱
い
。

　
井
手
と
小
町
を
結
び
つ
げ
る
材
料
が
三
っ
あ
る
。
一
っ
は
『
小
町
集
』
流
布

本
、
六
二
の
山
吹
の
歌
。
一
つ
は
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
に
小
町
が
「
井

　
　
　
　
　
炸
手
の
小
町
伝
説

湘寵
鍵

碍
・
“

簸

、
竈
．
誰
甘

塚町＾
１

の手井上

二
五



　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

（
以
下
「
井
堤
旧
地
全
図
と
略
す
」
）
に
大
姉
墳
小
野
小
町
墓
、
井
堤
下
紐
旧
跡
、
小

町
墳
地
蔵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
て
い
く
中
で
、
小

町
塚
が
た
ぜ
存
在
す
る
の
か
、
な
ぜ
井
手
寺
別
当
の
妻
と
な
る
の
か
を
模
索
し

て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
二

　
井
手
と
小
町
を
結
び
っ
け
る
歌
と
し
て
い
っ
も
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
小
町
の

山
吹
の
歌
で
あ
る
。

　
色
も
香
も
な
つ
か
し
き
か
た
娃
鳴
く
井
手
の
わ
た
り
の
山
吹
の
花

　
『
小
町
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
　
『
古
今
集
』
に
は
な
い
。
従
っ
て
後

述
す
る
よ
う
に
、
小
町
の
歌
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
町
た
ら

詠
み
そ
う
た
歌
た
の
で
あ
る
。

　
小
町
の
歌
と
断
定
で
き
る
『
古
今
集
』
の
十
八
首
の
歌
を
み
て
い
く
と
、
小

町
は
現
実
の
諸
相
を
「
う
っ
ろ
ふ
も
の
」
「
は
か
な
い
も
の
」
「
む
な
し
く
な
る

も
の
」
と
し
て
把
え
て
い
る
。
「
あ
は
れ
て
ふ
」
（
九
三
九
）
の
歌
た
ど
で
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
、
男
性
遍
歴
の
末
に
、
把
え
た
詠
嘆
的
た
無
常
感
に
。
な
る
よ
う
で
あ
る
。
が
、

こ
う
し
た
把
え
方
か
ら
推
定
す
る
と
、
小
町
が
都
か
ら
離
れ
た
井
手
の
山
里
に

あ
こ
が
れ
て
、
晩
年
、
住
ん
だ
と
す
る
伝
説
や
尼
に
な
っ
た
と
す
る
伝
説
が
生

ま
れ
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
『
古
今
集
』
に

　
九
四
四
　
山
里
は
も
の
の
わ
び
し
き
こ
と
こ
そ
あ
れ
世
の
憂
き
よ
り
は
住
み

二
六

　
　
　
よ
か
り
げ
り

　
二
〇
五
　
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
山
里
の
夕
暮
は
風
よ
り
ほ
か
に
と
ふ
人
も
た
し

　
ま
た
『
小
町
集
』
に

　
一
〇
　
山
里
の
あ
れ
た
る
宿
を
照
ら
し
っ
つ
幾
夜
経
ぬ
ら
む
秋
の
月
影

と
あ
る
。
井
手
の
山
吹
の
歌
も
、
山
里
へ
の
あ
こ
が
れ
の
歌
の
一
っ
と
し
て
見

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
井
手
は
「
山
吹
」
や
「
蛙
」
の
枕
詞
に
な
る
ほ
ど
平
安
時
代
に
多
く
歌
わ
れ

て
い
る
。
　
『
古
今
集
』
に

　
二
云
　
か
は
づ
鳴
く
井
手
の
山
吹
散
り
に
げ
り
花
の
さ
か
り
に
あ
は
ま
し

　
も
の
を

『
貫
之
集
』
に

　
音
に
き
く
井
手
の
山
吹
見
っ
れ
ど
も
蛙
の
声
は
変
ら
ざ
り
け
り

　
都
か
ら
奈
良
へ
の
途
次
に
あ
る
井
手
の
山
里
が
、
た
ぜ
こ
れ
ほ
ど
詠
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
山
吹
や
蛙
が
井
手
の
名
所
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も

あ
る
が
、
当
時
の
中
・
下
級
貴
族
た
ち
の
山
里
へ
の
あ
こ
が
れ
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

　
か
つ
て
律
令
体
制
の
中
枢
の
場
で
活
躍
し
た
貴
族
た
ち
は
、
今
や
藤
原
氏
の

台
頭
に
よ
っ
て
、
体
制
の
外
側
に
お
か
れ
て
い
る
。
体
制
の
軌
道
か
ら
そ
れ
た

中
．
下
流
貴
族
が
、
『
古
今
集
』
の
歌
人
に
多
い
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
橘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

氏
、
紀
氏
を
は
じ
め
と
す
る
貴
族
た
ち
が
、
　
「
階
級
的
、
杜
会
的
不
安
」
か
ら



「
世
の
憂
き
時
」
（
九
五
〇
）
を
自
覚
し
、
次
第
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

山
里
へ
の
あ
こ
が
れ
を
も
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
小
町
も
ま
た
、

そ
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
井
手
は
橘
氏
の
本
拠
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
純
粋
の
意
味
の
山
里
で
は
な
い
。

し
か
し
、
井
手
は
藤
原
氏
に
亡
ぽ
さ
れ
た
橘
諸
兄
、
奈
良
麻
呂
の
旧
地
と
し
て
、

古
今
の
歌
人
た
ち
は
心
情
的
に
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
橘
嘉

智
子
が
嵯
峨
帝
の
妃
と
な
っ
て
、
い
く
ぶ
ん
橘
氏
は
勢
力
を
盛
り
か
え
し
た
と

し
て
も
、
橘
氏
は
政
治
の
中
枢
の
場
で
再
び
活
躍
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
山
吹
の
歌
の
小
町
ら
し
さ
は
、
こ
の
歌
の
解
釈
の
仕
方
に
あ
る
。

　
こ
の
歌
は
二
句
切
れ
倒
置
法
の
歌
で
、
歌
意
は
平
易
で
あ
る
。
　
『
古
今
集
』

の
小
町
十
八
首
の
歌
と
比
べ
る
と
、
小
町
ら
し
さ
が
外
へ
で
す
ぎ
て
い
る
。
ら

し
さ
と
は
、
わ
が
身
を
ふ
り
か
え
っ
た
よ
う
な
眺
め
方
が
、
上
の
句
に
あ
る
点

で
あ
る
。
　
「
わ
が
身
世
に
ふ
る
」
（
一
二
二
）
「
わ
が
身
時
雨
」
（
七
八
二
）
「
わ

が
身
む
な
し
く
」
（
八
二
二
）
等
の
よ
う
に
、
已
を
客
観
的
に
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
、
わ
が
身
で
あ
る
。
ま
た
山
吹
の
歌
は
、
夢
の
連
作
六
首
に
見
ら
れ
る
よ

う
た
純
粋
た
若
い
歌
で
は
な
い
。
や
は
り
、
か
つ
て
見
た
美
し
い
山
吹
の
花
を

久
し
ぶ
り
に
見
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
そ
の
意
味
で
晩
年
に
詠
ん
だ
と
思
わ

れ
る
「
花
の
色
は
」
（
一
二
二
）
に
似
て
い
る
。
即
ち
、
山
吹
の
花
を
見
て
い
る

と
、
昔
の
色
香
た
だ
よ
う
我
身
が
た
つ
か
し
い
と
い
う
回
想
に
も
詠
み
と
れ
る
。

　
自
然
を
主
と
し
て
素
直
に
鑑
賞
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
古
今
十
八
首
の

　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

恋
の
歌
の
多
さ
、
歌
の
背
後
に
隠
れ
見
え
る
男
の
姿
か
ら
行
け
ぼ
、
　
「
花
の
色

は
」
の
「
花
」
を
ど
う
見
る
か
と
同
じ
く
、
素
直
に
自
然
の
回
想
を
し
た
と
も

思
え
な
い
の
で
あ
る
。
案
外
、
　
「
花
の
色
は
」
に
ヒ
ソ
ト
を
得
て
、
井
手
の
山

吹
を
誰
か
が
つ
く
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
歌
の
出
典
は
、
一
〇
八
六
年
成
立
の
『
後
拾
遺
集
』
で
『
古
今
集
』
で

は
た
い
。
片
桐
洋
一
氏
は
『
小
野
小
町
追
跡
』
の
中
で
、
　
『
小
町
集
』
の
流
布

本
と
異
本
と
を
照
合
さ
せ
、
　
『
小
町
集
』
の
生
成
を
説
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
　
『
小
町
集
』
か
ら
『
古
今
集
』
の
小
町
の
歌
が
選
ぼ
れ
た
の
で
は

な
く
、
　
『
古
今
集
』
か
ら
『
小
町
集
』
が
編
集
さ
れ
、
五
段
階
に
わ
た
っ
て
増

補
、
膨
脹
し
て
き
た
と
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
山
吹
の
歌
は
第
二
段
階
に
入
る

が
、
　
「
小
野
小
町
の
歌
で
あ
る
と
も
な
い
と
も
断
定
で
き
ぬ
歌
」
の
一
つ
と
し

て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
小
町
の
歌
か
ど
う
か
わ
か
ら
た
い
と
す
る
と
、
い
っ
た

い
だ
れ
が
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
井
手
寺
別
当
の
妻
と
し
て
小
町
が
居
た
と
す
る
伝
説
の
背
景
を
次
に
考
え
て

見
た
い
。

三

　
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
ら
し
く

為
定
が
書
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
『
伊
勢
物
語
』

が
、
　
『
伊
勢
物
語
』
六
十
二
段
の
登
場
人
物
を
在
原
業
平
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七

、
家
日
記
は
冷
泉

の
注
釈
本
で
あ
る

小
野
小
町
、
大
江



　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

惟
章
、
仁
明
帝
皇
子
基
蔭
親
王
に
あ
て
て
解
説
し
て
い
る
。
即
ち
、
親
王
没
後
、

小
町
は
尼
に
な
り
「
井
手
寺
べ
っ
た
う
の
つ
ま
と
な
り
て
、
山
し
な
に
住
げ

り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
、
一
間
一
答
の
形
式
で
次
の
文
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
間
　
　
　
　
　
　
ギ
ョ
ク
ザ
ゥ

　
と
う
、
大
師
の
玉
造
を
見
る
に
、
小
町
衰
弊
の
後
相
坂
の
辺
に
住
げ
る
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
師
御
ら
ん
じ
て
、
其
す
が
た
を
あ
そ
ぱ
た
れ
り
と
見
へ
た
り
。
嚢
に
井
手
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衰
弊

　
の
別
当
の
妻
と
成
て
、
す
い
へ
い
の
所
不
見
。
相
違
如
何

　
答
て
言
、
家
の
目
霞
言
、
小
町
せ
き
寺
に
住
る
事
み
へ
ず
。
六
十
九
に
て
彼

　
　
　
　
　
　
卒

　
井
出
寺
に
て
そ
し
た
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
ぱ
大
師
只
小
町
が
好
色
に
す
っ
れ

　
た
り
し
か
ぱ
、
か
上
る
い
み
じ
き
も
の
も
お
と
ろ
へ
は
っ
る
事
あ
り
と
い
ふ

　
事
を
人
に
知
せ
ん
と
て
、
　
（
小
町
に
よ
せ
て
大
師
か
か
れ
た
り
。
宇
治
殿
物

　
　
　
　
　
　
　
馬
頭
　
　
観
音
　
　
　
　
　
化
身

　
に
は
、
）
小
町
は
ぱ
と
う
く
わ
ん
お
ん
の
げ
し
ん
也
。
　
い
で
寺
に
．
て
死
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衰
弊

　
ふ
事
は
一
亘
の
事
歎
。
其
後
す
い
へ
い
し
て
相
坂
の
辺
に
て
か
ぱ
ね
を
さ
ら

　
す
と
見
へ
た
り
。
…
…
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
』
資
料
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
間
答
に
は
事
実
の
誤
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
頃
に
。
逢

坂
関
寺
に
小
町
が
住
ん
で
い
た
こ
と
、
小
町
が
別
当
の
妻
と
な
っ
て
衰
弊
し
て

い
た
伝
説
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
関
寺
の
小
町
と
か
、
小
町

は
馬
頭
観
音
の
化
身
な
ど
の
侯
説
は
、
　
「
小
町
草
子
」
や
謡
曲
「
関
寺
小
町
」

で
推
定
で
き
る
が
、
井
手
寺
別
当
の
妻
の
小
町
伝
説
の
記
録
は
、
い
ろ
い
ろ
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

べ
て
見
た
が
何
も
残
っ
て
い
た
い
。
こ
の
注
釈
書
の
記
録
が
あ
る
だ
げ
で
あ
る
。

ま
た
、
井
手
寺
別
当
の
妻
に
つ
い
て
後
世
論
じ
た
も
の
は
た
く
、
　
『
謡
曲
拾
葉

抄
』
　
『
光
広
卿
百
人
一
首
抄
』
は
、
こ
の
説
を
そ
の
ま
ま
引
用
、
ま
た
は
踏
襲

し
て
い
る
。

　
井
手
寺
は
、
橘
諸
兄
が
梅
宮
の
神
宮
寺
と
し
て
建
立
し
た
氏
寺
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
い
つ
建
立
さ
れ
、
い
つ
廃
寺
に
な
っ
た
か
の
公
的
記
録
は
た
い
。
と
く

に
井
手
町
は
昭
和
二
十
八
年
の
水
害
に
よ
っ
て
、
殆
ん
ど
の
古
文
書
が
流
失
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
い
る
。
梅
原
末
治
氏
の
井
手
寺
史
蹟
調
査
に
よ
る
と
、
礎
石
、
古
瓦
か
ら
井

手
寺
の
盛
ん
だ
っ
た
頃
は
、
奈
良
時
代
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
古
銭
（
延
暦
十
五

年
の
隆
平
永
宝
）
古
鏡
は
、
堂
宇
の
建
築
に
あ
た
っ
て
地
鎮
の
意
味
で
塊
蔵
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
に
引
続
い
て
井
手
寺
が
存
在
し
た
こ

と
。
廃
寺
は
礎
石
が
火
災
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
井
手
寺
の
歴
史
は

橘
氏
の
盛
衰
と
合
致
す
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
氏
は
、
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
梅
宮
の
未
杜
の
条
に
「
山
城
国
井
手
寺
内
」

と
あ
る
の
に
注
目
し
、
続
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
譜
牒
男
巻
下
の

　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

　
太
后
氏
神
祭
於
圓
提
寺
此
神
始
…
…
（
。
印
筆
者
以
下
同
じ
。
）
の
圓
提
寺
を
井

手
寺
と
さ
れ
て
い
る
。
太
后
と
は
檀
林
皇
后
、
氏
神
と
は
梅
宮
、
即
ち
橘
氏
の

氏
神
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
　
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
を
の
ぞ
く
、
井
手
寺
、
円
提
寺
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
文
献
を
あ
げ
て
お
く
と



　
０
Ｄ
　
　
『
高
野
春
秋
』
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
に
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
座
主

　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

　
　
が
、
山
州
囲
提
寺
に
逃
れ
た
文
書
。

　
の
　
『
平
安
遺
文
』
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
永
久
三
年
（
二
一
五
）
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
ｏ

　
　
万
元
年
（
一
一
六
五
）
な
ど
に
、
山
城
国
玉
井
荘
…
：
・
井
手
寺
、
ま
た
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。
ｏ
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
山
城
国
玉
井
荘
…
…
圓
提
寺
と
あ
る
文
書
。

　
ゆ
　
『
北
野
神
杜
古
文
書
』
嘉
暦
元
年
（
二
三
ニ
ハ
）
杜
領
山
域
国
石
垣
荘

　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
◎

　
　
と
圓
提
寺
の
争
い
の
文
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
”
ｏ

　
↑
ｏ
　
　
『
興
福
寺
官
務
牒
疏
』
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
井
堤
寺
は
綴
喜
郡
井

　
　
堤
町
に
あ
り
と
あ
る
文
書
。

　
井
手
寺
と
円
提
寺
は
、
同
一
の
寺
か
ど
う
か
意
見
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
＠

る
が
、
胡
口
塘
夫
氏
は
『
平
安
遺
文
』
の
同
一
荘
園
、
同
一
内
容
で
、
日
付
の

接
近
し
て
い
る
文
書
二
通
（
八
二
一
号
く
圓
提
寺
Ｖ
八
二
二
号
〈
井
手
寺
〉
）

を
含
め
て
多
角
的
に
検
討
さ
れ
、
同
一
寺
院
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
て
い

る
。　

地
元
で
は
、
現
在
の
井
提
寺
故
祉
の
石
碑
よ
り
東
方
、
約
二
〇
〇
余
の
所
を

ド
ノ
ウ
エ
（
堂
の
上
？
）
と
呼
び
、
円
提
寺
跡
と
も
伝
え
て
い
る
。
そ
う
す
る

と
、
井
手
寺
と
円
提
寺
は
別
々
の
お
寺
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
　
『
井
提
旧
地

全
図
』
に
。
よ
れ
ぱ
、
現
在
の
井
提
寺
故
北
よ
り
東
北
に
井
提
寺
が
描
か
れ
て
い

る
。
円
提
寺
跡
と
言
わ
れ
る
所
も
、
描
か
れ
た
井
提
寺
の
境
内
に
入
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
ド
ノ
ウ
ェ
は
、
井
手
寺
の
伽
藍
の
一
角
を
占
め
る
お
堂

　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
絵
図
に
円
提
寺
の
記
載
も
な
い
の
で
、
同

一
の
お
寺
の
よ
う
で
あ
る
。

　
円
提
寺
、
井
手
寺
（
開
提
寺
）
ど
も
ら
の
漢
字
が
正
し
い
の
か
古
い
の
か
わ

か
ら
た
い
が
、
　
「
ｅ
」
か
ら
「
ｉ
」
、
「
ｉ
」
か
ら
「
ｅ
」
に
音
韻
変
化
す
る
例

　
　
＠

は
方
言
に
多
い
の
で
、
両
者
が
混
同
す
る
こ
と
は
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
井
手
寺
、
円
提
寺
を
同
一
寺
院
と
す
る
と
、
い
っ
頃
ま
で
存
在
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

室
町
時
代
に
井
提
寺
は
興
福
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
胡
口
氏
に

よ
る
と
、
資
料
↑
ｏ
以
降
の
興
福
寺
関
係
の
書
物
（
江
戸
時
代
）
に
井
提
寺
の
記

載
は
な
い
の
で
、
室
町
時
代
ま
で
井
提
寺
は
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
井
手
寺
の

完
成
は
、
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
の
聖
武
天
皇
の
井
手
行
幸
の
頃
と
言
わ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
井
手
寺
は
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
存
在
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
井
手
寺
に
別
当
が
浴
た
こ
と
は
、
　
『
平
安
遺
文
』
八
一
二
号
に
「
圓

提
寺
別
当
」
一
八
二
七
号
に
「
井
手
寺
別
当
」
と
あ
る
の
で
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
四

　
以
上
か
ら
井
手
寺
は
小
町
生
存
の
時
代
、
ま
た
冷
泉
為
定
の
晩
年
期
（
二
二

〇
〇
年
代
）
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
た
る
の
で
、
　
「
井
手
寺
別
当
の
妻
」

は
、
単
た
る
作
り
話
と
は
思
わ
れ
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
頁
の
小
町
か
と
い
う

と
、
後
述
す
る
土
壌
か
ら
ぱ
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

　
別
当
の
妻
の
「
別
当
」
と
は
、
本
来
、
座
主
に
つ
ぐ
寺
の
長
官
と
い
う
意
味

だ
が
、
　
『
今
昔
物
語
』
に
，
よ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
別
当
が
居
た
こ
と
に
な
る
。

「
形
、
僧
な
り
と
い
へ
ど
も
心
邪
見
に
し
て
…
（
中
略
）
…
…
つ
ね
に
遊
女
、

傭
偶
を
集
め
て
歌
い
潮
る
」
（
１
９
の
２
２
）
妻
あ
る
別
当
の
話
（
１
７
の
２
５
・
２
０
の

３
４
）
も
あ
る
の
で
、
当
時
の
別
当
は
半
僧
半
俗
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
別

当
の
妻
が
、
例
え
ぱ
比
丘
尼
を
含
む
遊
行
女
婦
の
自
称
小
町
な
ら
、
次
に
述
べ

る
別
所
と
の
関
連
か
ら
、
小
町
が
「
井
手
寺
別
当
の
妻
」
で
は
な
い
と
は
言
い

切
れ
た
い
だ
ろ
う
。

　
上
井
手
、
小
町
塚
の
す
ぐ
後
ろ
に
中
坊
家
が
あ
る
。
親
子
三
代
に
わ
た
っ
て
、

小
町
塚
を
自
主
的
に
管
理
た
さ
っ
て
き
た
家
で
あ
る
。
三
代
目
の
中
坊
信
太
郎

氏
（
明
３
８
年
生
）
が
語
る
小
町
伝
説
は

　
・
　
小
町
は
、
室
町
時
代
の
人
や
と
昔
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
。
　
小
町
は
、
深
草
の
少
将
が
通
っ
て
き
た
九
十
九
目
め
に
山
科
か
ら
姿
を

　
　
消
し
、
諸
兄
公
を
慕
っ
て
こ
こ
に
１
来
は
っ
た
。

　
・
　
小
町
は
、
こ
こ
の
ホ
ウ
ガ
ソ
堂
に
住
ん
だ
は
っ
た
が
、
六
十
九
歳
で
死

　
　
た
は
っ
た
。
ホ
ウ
ガ
ソ
堂
の
跡
に
あ
る
の
が
、
今
の
小
町
塚
や
。

　
。
　
小
町
塚
の
あ
た
り
は
、
た
く
さ
ん
の
お
寺
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
や
、
名
前

　
　
を
あ
げ
る
と
、
テ
ソ
キ
坊
、
ナ
ヵ
坊
、
シ
ヨ
ウ
坊
、
ア
ソ
ゲ
ソ
坊
、
ヒ
ガ

　
　
シ
坊
、
れ
ん
だ
い
じ
、
え
い
ふ
く
じ
、
っ
り
が
ね
堂
な
ど
二
十
坊
ほ
ど
に

　
　
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
。
　
今
で
も
あ
ち
こ
ち
に
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
る
の
は
、
そ
の
跡
や
。
テ
ソ

　
　
キ
坊
の
井
戸
は
今
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ダ

　
。
　
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
清
盛
が
焼
い
た
主
言
う
こ
っ
ち
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
こ
れ
ら
の
お
寺
の
内
、
古
文
書
な
ど
で
確
認
で
き
る
の
は
、
連
台
寺
、
永
福

寺
で
、
他
は
お
よ
そ
の
場
所
が
わ
か
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の

は
「
じ
」
で
な
く
「
坊
」
で
あ
る
。
中
坊
氏
の
二
十
坊
ほ
ど
の
話
は
作
り
ご
と

で
は
な
い
。
『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
六
春
目
神
祠
、
今
の
玉
津
岡
神
杜
の
説

明
に

　
　
　
　
　
　
ノ

　
此
所
在
二
伽
藍
跡
一
又
寺
跡
有
二
所
所
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
此
寺
跡
不
レ
詳
寺

　
号
倶
亡
。

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
『
井
提
旧
地
全
図
』
に
も
、
玉
岡
峯
（
井
提
山
）
に
阿

元
坊
、
本
願
坊
（
玉
岡
堂
と
も
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
二
十

坊
の
内
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
る
。
井
手
は
現
在
で
も
八
つ
の
お
寺
が
あ
っ
て
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
が
、
明
治
九
年
一
月
の
廃
寺
の
記
録
を
見
る
と
六
寺
に
達
す
る
。

　
こ
れ
は
井
手
の
周
辺
に
か
つ
て
何
か
が
あ
り
、
多
く
の
聖
た
ち
が
住
み
つ
い

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
五
来
重
氏
は
「
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か

げ
て
、
村
落
に
あ
っ
た
小
堂
や
小
庵
へ
の
遊
行
聖
の
定
着
が
は
じ
ま
り
、
今
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
よ
う
に
部
落
や
字
ご
と
の
寺
院
が
で
き
る
よ
う
に
た
る
。
」
と
云
わ
れ
て
い

る
。　

ナ
ヵ
坊
、
シ
ョ
ウ
坊
、
ヒ
ガ
シ
坊
を
は
じ
め
と
す
る
二
十
坊
は
ど
の
名
前
も
、



大
寺
の
宿
坊
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
坊
さ
ん
の
人
名
で
は
な
か
っ
た
か
。

例
え
ぱ
別
所
の
跡
で
は
た
か
っ
た
か
。
宿
坊
と
な
る
に
は
、
よ
ほ
ど
の
大
寺
で
、

多
く
の
庶
民
の
参
詣
が
な
け
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
し
、
大
寺
な
ら
記
録
や
伝
承

に
残
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
南
山
城
の
別
所
と
い
え
ぼ
、
井
手
石
垣
の
南
、
紛
田
に
あ
っ
た
東
大
寺
系
の

光
明
山
別
所
が
有
名
で
あ
る
。
長
元
六
年
（
一
〇
三
三
）
頃
に
開
か
れ
た
、
院
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

期
の
南
都
系
浄
土
教
の
中
心
地
で
、
他
宗
の
人
共
も
多
く
隠
棲
し
た
と
い
う
。

有
名
な
信
西
入
道
の
子
の
明
遍
、
平
実
親
の
子
の
心
覚
が
著
明
で
あ
る
。
こ
の

光
明
山
寺
に
は
北
別
所
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
山
州
名
跡
巡
行
誌
』
に
別
所
の

地
名
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
、
小
町
塚
よ
り
東
の
田
村
新
田
よ
り
で
、

有
王
伝
説
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
和
束
に
も
光
明
山
寺
の
奥
別
所
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
こ
こ
に
も
別
所
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
中
和
束
、
井
手
、
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

垣
、
緒
田
を
点
六
と
し
て
別
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
別
所
に
１
妻
子
を
お
く
こ
と
は
『
発
心
集
』
（
１
の
ｕ
）
に
見
え
る
。
　
五
来
重

氏
に
１
よ
れ
ぱ
、
妻
帯
の
供
僧
と
い
う
も
の
が
高
野
天
野
に
あ
り
、
桜
本
坊
、
奥

の
坊
、
沢
の
坊
等
の
名
前
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
井
手
の
二
十
坊
ほ
ど
の
名
前
も
、
お
よ
そ
の
見
当
が
つ
く
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
先
の
妻
あ
る
別
当
の
僧
と
大
差
は
な
い
の
で
あ
る
。
聖
と
女
性
と
の
関
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

り
は
、
聖
の
勧
進
性
、
唱
導
性
、
遊
行
性
、
世
俗
性
等
の
聖
の
定
義
か
ら
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
推
定
で
き
る
。
巫
女
、
比
丘
尼
等
の
遊
行
女
婦
と
の
っ
き
あ
い
な
く

　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

し
て
、
聖
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
「
諸
国
の
伝
承
の
根
拠
地
は
、
い
っ
も
変
ら
ず

に
聖
と
女
と
の
か
か
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
。
初
期
の
聖
と
遊
女
と
の
関
係
は
、

そ
の
ま
ま
中
世
の
遊
行
上
人
と
歌
比
丘
尼
と
の
関
係
に
移
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

　
＠

る
。
」

　
小
町
が
、
井
手
寺
別
当
の
妻
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
別
所
が
井
手
に
あ
っ

た
と
す
れ
ぱ
、
大
津
の
逢
坂
と
同
様
に
自
称
小
町
が
生
ま
れ
う
る
土
壌
は
、
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

光
明
山
別
所
の
中
心
人
物
、
明
遍
が
回
国
し
た
別
所
が
各
地
に
あ
る
が
、
こ

れ
を
明
遍
系
別
所
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
別
所
か
ら
は
、
平
家
物
語
に
ま
つ
わ

る
有
王
伝
説
が
流
布
し
て
い
る
。
『
擁
州
府
志
』
（
貞
享
元
年
く
ニ
ハ
八
五
Ｖ
）
に

よ
る
と
、
井
手
の
田
村
新
田
に
も
俊
寛
屋
敷
と
有
王
の
宅
跡
が
あ
っ
た
。
諸
兄

の
曽
孫
、
有
主
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
有
主
と
有
王
が
結
び
っ
い
た
ら

し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
は
、
有
王
伝
説
は
伝
っ
て
い
な
い
が
、
田
村
新
田

に
１
は
有
王
山
、
有
王
分
校
な
ど
の
小
字
名
で
残
っ
て
い
る
。
森
島
幸
夫
氏
（
大

１
３
生
）
に
よ
る
と
、
こ
の
土
地
は
有
王
が
古
く
か
ら
開
い
た
所
で
、
田
村
新
田

は
元
禄
十
五
年
頃
に
た
っ
て
か
ら
の
地
名
と
い
う
。

　
有
王
は
高
野
聖
と
な
っ
て
遊
行
す
る
が
、
成
経
、
康
頼
に
っ
よ
い
熊
野
信
仰

の
反
映
が
見
ら
れ
る
。
明
遍
系
伝
説
と
は
言
い
た
が
ら
、
時
宗
聖
と
か
か
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

た
熊
野
系
の
伝
説
か
も
知
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
井
手
に
は
、
小
野
系
の
伝
説
、
黄
金
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
中
坊

信
太
郎
氏
に
よ
る
と
、

　
。
　
諸
兄
公
が
支
那
か
ら
山
吹
と
金
の
鶏
を
も
ろ
う
て
帰
っ
て
き
た
。

　
。
　
井
手
寺
が
攻
め
ら
れ
た
時
、
坊
さ
ん
が
金
の
鶏
の
あ
り
か
を
云
わ
ん
か

　
　
っ
た
ら
殺
す
ぞ
と
脅
か
さ
れ
、
暗
号
み
た
い
な
歌
を
詠
ん
だ

　
。
　
朝
目
の
あ
た
る
夕
目
の
あ
た
る
紅
の
藤
の
か
ぶ
だ

　
。
　
井
手
寺
は
焼
げ
て
し
も
う
て
、
金
の
鶏
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
わ
か
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
ツ
テ
イ
ル

　
　
何
で
も
大
和
の
国
の
ど
こ
か
へ
行
っ
た
あ
る
と
言
う
こ
と
や

　
同
じ
話
も
中
坊
秀
雄
氏
（
明
４
３
生
）
に
よ
る
と
、
諸
兄
公
の
館
の
鬼
瓦
に
あ

た
る
部
分
に
金
の
鶏
の
瓦
が
あ
っ
た
。
橘
氏
が
亡
ぽ
さ
れ
る
時
に
金
の
鶏
を
埋

め
た
。
歌
は
”
朝
目
さ
す
夕
日
さ
す
と
こ
ろ
に
埋
め
お
く
黄
金
の
鶏
”
で
、
そ

の
し
る
し
に
紅
の
藤
を
植
え
て
お
く
と
い
う
。

　
こ
の
伝
説
は
、
金
の
鶏
伝
説
と
い
う
よ
り
朝
日
長
者
伝
説
と
し
て
、
全
国
に

流
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
歌
も
”
朝
目
と
夕
目
”
そ
れ
に
紅
の
藤
の
よ
う

に
。
”
あ
り
か
を
示
す
と
こ
ろ
。
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
朝
目
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

老
伝
説
で
有
名
な
の
は
、
目
光
二
売
山
神
杜
の
伝
説
で
あ
る
。
男
体
山
は
有
宇

中
将
、
女
体
山
は
朝
目
長
者
の
娘
、
太
郎
山
は
子
ど
も
馬
王
、
馬
王
の
子
が
小

野
猿
丸
と
い
う
。
っ
ま
り
こ
の
伝
説
は
”
奥
山
に
１
紅
葉
ふ
み
分
げ
鳴
く
鹿
の
”

の
猿
丸
伝
説
と
関
わ
っ
て
お
り
、
小
野
神
系
の
語
り
と
つ
た
が
っ
て
い
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
伝
説
の
伝
播
者
は
、
聖
と
遊
女
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
井
手
に
は
、
小
町
伝
説
、
金
鶏
伝
説
と
い
う
小
野
系
の
も
の
と
、

有
王
伝
説
の
明
遍
系
、
ま
た
は
熊
野
系
の
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と

に
た
る
。
ど
ち
ら
も
、
聖
、
遊
行
女
掃
と
無
関
係
で
は
な
く
、
井
出
の
小
町
伝

りよ」図全地

　
「Ｈ

跡

　
紐

墓」野小
／

説
を
生
ま
れ
易
く

し
て
い
る
。

　
明
遍
系
聖
の
別

所
と
小
町
伝
説
と

の
つ
な
が
り
は
、

京
都
の
小
野
随
心

院
、
同
じ
く
深
草

の
欣
浄
寺
の
小
町

遺
跡
や
伝
説
か
ら

推
定
さ
れ
る
。
深

草
大
亀
谷
や
随
心

院
の
西
に
あ
る
勧

修
寺
裏
山
の
松
影

山
に
は
、
明
遍
系

の
聖
が
た
く
さ

　
　
　
　
　
＠

ん
居
た
と
い
う
。



「
深
草
」
の
少
将
が
「
小
野
」
の
小
町
へ
百
夜
通
い
す
る
伝
説
は
、
深
草
と
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

科
を
行
き
き
す
る
聖
の
中
で
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

六

　
今
ま
で
井
手
の
小
町
伝
説
が
生
ま
れ
る
可
能
性
に
っ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、

井
手
の
小
町
伝
説
の
原
型
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
っ

の
ヒ
ソ
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
『
井
提
旧
地
全
図
』
で
あ
る
。
こ
の
絵
図

の
井
提
寺
の
北
に
小
町
塚
と
井
提
下
紐
旧
跡
が
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
偶
然
に
■
並
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
伊
勢
物
語
』
二
三
段
を
見
る
と
次
の
話
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
変
リ
シ
タ
女
二

　
　
む
か
し
、
男
、
契
れ
る
こ
と
あ
や
ま
れ
る
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
ッ
テ
飲
ミ

　
　
　
山
城
の
井
手
の
玉
水
手
に
む
す
び
た
の
み
し
か
ひ
も
た
き
世
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
答

　
　
と
い
ひ
や
れ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず

　
こ
の
中
の
「
あ
や
ま
れ
る
人
」
を
先
の
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
は
、
染

殿
后
ま
た
は
四
条
后
と
し
て
い
る
が
、
同
時
代
の
『
和
歌
知
顕
抄
』
は
小
町
に
１

あ
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
伊
勢
の
段
を
調
べ
て
見
る
と
『
冷
泉
家
流

伊
勢
物
語
抄
』
の
方
が
、
小
町
に
あ
て
る
一
貫
性
が
た
く
、
『
和
歌
知
顕
抄
』

の
方
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
『
伊
勢

物
語
』
の
色
好
み
の
女
を
小
町
に
１
あ
て
は
め
る
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
妻
の
貞

操
が
間
題
に
た
っ
て
く
る
中
世
の
世
相
の
反
映
で
、
単
に
歌
学
者
の
み
の
意
見

　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
く
に
、
一
二
二
段
を
小
町
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
内
容
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
二
一
二
段
に
『
大
和
物
語
』
ニ
ハ
九
段
の
下
帯
伝

説
を
お
ぎ
な
っ
て
考
え
る
か
ど
う
か
の
違
い
に
も
、
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
。
一

六
九
段
の
要
旨
は
、

　
　
内
舎
人
で
色
好
み
の
男
が
大
三
輪
神
杜
の
御
弊
使
と
し
て
大
和
へ
下
っ
た
。

　
途
次
、
井
出
に
六
、
七
歳
の
美
し
い
少
女
に
出
会
う
。
あ
ま
り
に
美
し
い
の

　
で
、
成
人
し
た
ら
私
と
結
婚
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
形
見
に
帯
を
と
ら
せ
、

　
男
も
少
女
の
帯
を
う
け
と
る
。
少
女
は
成
人
し
て
も
約
束
を
覚
え
て
い
た
。

　
七
、
八
年
た
っ
て
男
は
同
じ
使
い
で
井
手
に
泊
っ
た
。
前
に
井
戸
が
あ
り
、

　
男
に
成
人
し
た
女
（
水
汲
み
女
）
が
い
う
に
は
…
…

で
中
断
し
て
い
る
。
中
断
し
て
歌
の
記
載
が
な
い
の
で
、
同
じ
井
手
を
舞
台
に

し
た
伊
勢
の
一
二
二
段
を
後
半
に
く
っ
つ
げ
て
、
一
話
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
を
結
び
つ
げ
て
考
え
る
説
は
、
古
く
か
ら
あ
り
、
現
在
に
ま
で
続
い

　
　
　
ゆ

て
い
る
。

　
こ
の
下
帯
伝
説
は
、
内
舎
人
が
井
手
に
ゆ
か
り
の
橘
諸
兄
の
孫
、
清
友
と
Ｌ

て
描
か
れ
る
こ
と
（
『
雲
玉
和
歌
抄
』
〈
室
町
時
代
Ｖ
謡
曲
「
玉
水
」
）
が
あ
っ

て
も
、
女
は
小
町
と
た
ら
な
か
っ
た
。
　
『
未
刊
謡
曲
集
』
で
小
町
題
材
の
も
の

を
検
討
し
た
が
、
い
ず
れ
も
井
手
を
舞
台
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
理
由
は
、
美

し
い
少
女
と
好
色
の
小
町
で
は
話
と
し
て
飛
躍
が
あ
り
、
発
展
性
が
た
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



井
手
の
小
町
伝
説

た
恋
文
で
罪
障
消
減
の
た
め
、
作
ら
れ
た
と
い
う

背
景
を
な
す
も
の
だ
が
、
美
人
を
核
に
し
て
好
色
に
－
す
り
か
わ
る
性
質
の
も
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
各
地
の
小
町
伝
説
の
原
型
の
多
く
は
、

の
も
、
一
つ
の
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
黒
岩
涙
香
の
い
う
玉
章
地
蔵
堂
は
、
そ
の
痕
跡
す
ら
井
手
に
伝
っ
て
い
な
い
。

　
た
め
と
思
わ
れ
る
。

〃
」
　
こ
の
二
つ
が
結
び
つ
か
な

図雌
か
っ
た
が
た
め
に
、
中
世
の

旧卿
小
町
の
好
色
伝
説
と
清
友
の

提井「
下
帯
伝
説
が
、
聖
な
ど
に
よ

川
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
の
で
は

津
木
な
か
っ
た
か
。
黒
岩
涙
香
は
、

は下
井
手
村
に
か
つ
て
玉
章
地
蔵

の
＠
堂
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

蔵
地
そ
の
地
蔵
堂
は
小
野
お
通
が

墳
町
再
興
し
た
と
の
話
を
記
載
し

小１
　
　
　
　
＠

　
て
い
る
。
玉
章
地
蔵
は
、
小

　
町
地
蔵
、
小
町
文
張
地
蔵
と

　
も
い
い
、
小
町
に
寄
せ
ら
れ

　
。
こ
れ
は
小
町
僑
慢
伝
説
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
好
色
放
浪
の
も
の
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

が
「
井
提
旧
地
全
図
」
に
よ
る
と
、
井
手
の
中
道
に
沿
う
、
西
村
と
い
う
所
に

小
町
墳
地
蔵
と
い
う
地
蔵
堂
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
よ
っ
と
す
る
と
、
こ

れ
に
あ
た
る
の
か
も
知
れ
狂
い
。

　
下
帯
伝
説
は
、
有
名
だ
っ
た
ら
し
く
、
多
く
の
歌
や
書
物
に
引
用
さ
れ
て
い

る
。
有
名
た
あ
ま
り
に
井
手
と
の
関
係
か
ら
、
内
舎
人
が
清
友
に
す
り
変
っ
て

伝
説
化
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
小
町
塚
と
下
帯
伝
説
が
並

ん
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
伊
勢
二
一
二
段
と
大
和
ニ
ハ
九
段
を
別

々
の
話
と
し
て
、
誰
か
が
語
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
か
。
即
ち
、
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
小
町
と
清
友
の
話
と
し
て
語
ら
れ
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
く
せ
、
話
は
一
っ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
要
素
も
持
っ
て
い
る
の
が
、
並
ん

だ
理
由
か
も
知
れ
た
い
。

　
ま
た
、
昔
の
大
和
街
道
は
井
手
の
東
の
山
麓
に
沿
っ
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
森

島
幸
夫
、
中
坊
亀
太
郎
（
明
２
５
年
生
）
両
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
道
は
現
在
の
多

賀
の
町
を
は
ず
れ
た
あ
た
り
か
ら
東
南
に
入
り
、
小
町
塚
の
す
ぐ
南
の
地
蔵
辻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

池
の
東
の
畦
道
を
通
っ
て
、
南
の
浄
水
場
の
方
へ
行
く
の
が
そ
う
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
ゆ

井
提
の
中
道
と
同
じ
道
で
は
な
い
。
市
原
野
、
逢
坂
、
山
科
小
野
の
小
町
伝
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
、
街
道
沿
い
に
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
通
る
街
道
筋
に
は
、

遺
跡
が
生
ま
れ
易
い
の
で
あ
る
。
小
町
塚
の
東
の
左
り
馬
の
遺
跡
は
、
か
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

多
く
の
女
性
が
女
芸
上
達
の
た
め
、
お
参
り
し
た
所
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
に
足

を
の
ぽ
喧
ぱ
有
王
の
遺
跡
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。



　
小
町
好
色
伝
説
と
清
友
の
下
帯
伝
説
を
語
る
聖
か
比
丘
尼
が
、
街
道
筋
に
こ

の
二
つ
の
遺
跡
を
生
み
だ
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
「
色
も
香
も
た
つ
か
し

き
か
な
」
と
遊
行
女
婦
が
白
ら
の
過
去
を
小
町
に
託
し
て
語
っ
た
な
ら
、
井
手

寺
別
当
の
妻
は
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
井
手
に
好
色
の
小
町
伝
説
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
ど
う
し
て
現
在
に
伝
わ

っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
小
町
が
諾
兄
公
を
慕
っ
て
山

科
か
ら
井
手
へ
来
ら
れ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
諸
兄
公
は
井
手

の
人
に
。
と
っ
て
、
今
も
尊
敬
さ
れ
る
「
公
」
で
あ
り
、
井
手
の
人
々
の
中
に
生
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
諾
兄
公
に
好
色
の
小
町
で
は
困
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

提
旧
地
全
図
』
に
は
、
大
姉
の
墳
、
小
野
小
町
墓
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ら
に
■
、
井
手
は
、
勧
修
寺
、
仙
洞
御
所
、
大
宮
御
所
の
所
領
と
し
て
皇
室
と
の

縁
が
深
か
っ
た
と
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
中
坊
信
太
郎
氏
は
、
小
町
の
墓
は
天
皇
の
御
陵
と
い
っ
し
よ
で
、
こ
れ
に
さ

わ
っ
た
ら
徴
役
へ
い
か
ん
た
ら
ん
と
言
わ
れ
る
。
小
町
は
諸
兄
公
を
慕
っ
て
き

た
貴
族
の
娘
と
し
て
、
今
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

　
小
町
塚
は
、
か
っ
て
五
輪
塔
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
白
然
石
に
変
っ
て
い
る
。

こ
の
自
然
石
は
光
明
寺
の
礎
石
を
積
ん
だ
も
の
と
い
う
。
光
明
寺
は
井
手
寺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

法
名
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
小
町
は
、
井
手
寺
の
礎
石
を
墓
石
に
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
な
る
。
井
手
寺
別
当
の
妻
の
小
町
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ

し
い
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

◎
横
田
平
次
氏
蔵
。
こ
の
絵
図
は
、
東
大
寺
絵
所
法
橋
俊
秀
が
康
治
二
年
（
二
四

　
三
）
に
描
い
た
も
の
を
、
嘉
暦
元
年
（
二
二
二
六
）
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
二
度

　
に
わ
た
っ
て
、
模
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
真
偽
の
ほ
ど
は
確
か
め
が
た
い

　
が
、
他
の
資
料
と
重
ね
合
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
大
切
た
資
料
で
あ
る
。

　
　
拙
稿
「
小
町
伝
説
の
母
胎
　
古
今
集
１
」
『
同
志
杜
国
文
学
』
第
十
四
号
。

＠
　
小
沢
正
夫
氏
『
古
今
集
』
小
学
館
古
典
文
学
全
集
解
説
。

　
　
大
江
惟
章
、
基
蔭
親
王
は
実
在
の
人
物
で
は
な
い
。

＠
例
え
ぼ
、
文
中
の
「
玉
造
」
即
ち
『
玉
造
小
町
装
衰
書
』
に
は
、
逢
坂
の
記
述
は

　
た
い
。

＠
　
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
』
の
第
四
冊
所
収
「
山
城
綴
喜
郡
井
手
寺
の
遺

　
跡
」
ま
た
は
『
歴
史
と
地
理
』
大
正
十
二
年
四
月
。

¢
　
『
平
安
遺
文
』
八
〇
五
、
八
〇
六
、
八
一
一
、
八
一
二
、
八
二
二
、
　
一
一
六
五
、

　
一
八
二
七
な
ど
の
各
号
。

＠
　
圓
提
寺
の
木
津
町
鹿
背
山
説
、
井
手
説
を
含
め
て
「
橘
氏
の
氏
神
梅
宮
神
杜
の
創

　
祀
者
と
遷
座
地
」
『
国
学
院
雑
誌
』
昭
和
五
二
年
八
月
号
参
照
。

＠
　
金
田
二
夙
助
氏
『
国
語
音
韻
論
』
に
よ
る
と
エ
マ
（
今
）
〈
東
北
Ｖ
エ
パ
ル
（
威

　
張
る
）
〈
関
東
Ｖ
ベ
ッ
ク
リ
（
び
っ
く
り
）
〈
関
西
Ｖ
逆
に
、
飴
（
ア
ミ
）
〈
九

　
州
Ｖ
お
ま
え
（
オ
マ
イ
）
〈
関
東
Ｖ
な
ど
が
あ
る
。

＠
注
＠
と
同
じ
。

＠
森
島
幸
夫
氏
蔵
『
山
城
国
綴
喜
郡
之
内
郷
村
高
帳
』
『
普
譜
御
願
』
に
ー
連
台
寺
の

　
記
載
。
井
手
寺
故
北
に
置
か
れ
て
い
る
灯
篭
に
■
永
福
寺
と
線
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

　
に
よ
る
と
、
連
台
寺
は
今
の
阿
弥
陀
寺
の
下
に
あ
っ
た
。

＠
横
田
平
次
氏
蔵
『
井
手
村
誌
』
に
正
法
寺
、
連
台
寺
、
観
音
寺
、
真
蔵
院
、
玉
井

　
寺
、
東
福
寺
と
あ
る
。

＠
　
『
高
野
聖
』
三
五
頁
。

＠
　
井
上
光
貞
氏
『
拾
遺
往
生
伝
』
補
注
、
岩
波
思
想
大
系
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
井
手
の
小
町
伝
説

＠
菊
地
山
哉
氏
『
別
所
と
特
殊
部
落
』
一
七
一
～
一
七
二
頁
。

＠
　
注
＠
と
同
じ
。
二
九
～
四
七
頁
。

ゆ
　
大
島
建
彦
氏
『
お
伽
草
子
と
民
問
文
芸
』
一
四
二
頁
。

ゆ
　
尾
島
利
雄
氏
編
著
『
下
野
の
伝
説
』
一
〇
七
～
一
一
六
頁
。

ゆ
稲
田
浩
二
氏
他
『
日
本
昔
話
辞
典
』
長
者
屋
敷
の
項
。

ゆ
　
注
＠
と
同
じ
。
二
二
六
頁
。

ゆ
　
拙
稿
「
山
城
の
小
町
伝
説
」
『
民
間
伝
承
集
成
』
五
。

ゆ
　
古
く
は
『
伊
勢
物
語
關
疑
抄
』
『
宗
長
聞
書
』
な
と
が
あ
り
、
現
在
で
は
南
波
浩

　
先
生
『
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
』
日
本
古
典
全
書
。

＠
　
『
小
野
小
町
論
』
二
二
八
頁
。

ゆ
私
の
調
査
で
は
、
薬
師
霊
験
課
の
小
町
伝
説
に
と
く
に
多
い
。
例
え
ぱ
松
山
、

　
米
沢
、
福
知
山
で
は
、
悪
い
病
気
に
か
か
っ
た
色
比
丘
尼
が
、
村
に
や
っ
て
き
た
形

　
跡
が
多
い
。
し
か
し
、
ど
の
伝
説
地
で
も
そ
の
部
分
は
欠
落
し
、
貴
族
の
娘
小
野
小

　
町
が
信
仰
し
た
薬
師
さ
ま
と
し
て
、
庶
民
の
中
に
生
き
て
い
る
。

ゆ
『
都
名
所
図
会
』
巻
五
に
も
「
古
の
道
は
東
に
し
て
井
提
里
を
通
り
し
な
り
。
」
と

　
あ
る
。

＠
　
井
提
の
中
道
は
、
大
和
街
道
か
ら
井
出
里
を
通
る
路
で
あ
っ
た
と
い
う
。
桜
井
治

　
男
氏
「
井
手
の
文
学
あ
れ
こ
れ
」
井
手
町
史
シ
リ
ー
ズ
第
二
集
『
日
本
文
学
に
あ
ら

　
わ
れ
た
井
手
町
』
二
二
九
～
一
四
八
頁
。

ゆ
　
注
ゆ
と
同
じ
。

＠
左
り
馬
は
、
地
元
で
は
ジ
ヨ
ウ
サ
ソ
の
神
様
の
馬
と
呼
び
、
水
の
神
と
伝
え
る
。

　
大
阪
な
ど
か
ら
芸
者
を
含
め
お
参
り
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
芸
者
が
、
遊
女
か
ら

　
比
丘
尼
へ
つ
な
が
る
の
か
ど
う
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
。

ゆ
横
田
平
次
氏
蔵
『
印
鑑
帳
』
（
文
政
八
年
）
森
島
幸
夫
氏
蔵
『
山
城
国
綴
喜
郡
之

　
内
郷
村
高
帳
』
（
天
保
三
年
）
。

ゆ
　
『
大
日
本
地
名
辞
典
』
井
手
寺
辻
の
条
、
竹
村
俊
則
氏
『
新
撰
京
都
名
所
図
会
』

三
六

　
六
。

〔
付
記
〕

　
　
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
井
手
町
の
横
田
平
次
、
中
坊
信
太
郎
、
中
坊
秀

雄
、
中
坊
亀
太
郎
の
諸
氏
、
そ
れ
に
、
当
時
、
井
手
町
役
場
に
お
ら
れ
た
森
島
幸
夫

　
部
長
、
今
も
お
ら
れ
る
村
田
名
良
夫
氏
等
に
、
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
、
ご
協
力
を
え
ま

　
し
た
。
と
く
に
、
横
田
平
次
氏
、
森
島
幸
夫
氏
に
－
は
、
終
姶
お
世
話
に
な
り
ま
し

　
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
た
お
、
小
稿
は
拙
稿
「
山
城
の
小
町
伝
説
」
　
（
注
ゆ
）
の
井
出
の
項
を
補
う
か
た

　
ち
で
書
い
た
も
の
で
す
。
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